
別紙様式第１－10号

Ⅰ　地区の成果目標 （単位：経営体、％）

項　　　目

目標
達成状況（上段：計画、下段：実績）

必
須
目
標

① 経営面積の拡大
4 4

0 1

③

④

3年度目
達成状況
（％）1年度目 2年度目

目標年度
（3年度目）

真狩村

経営体育成支援事業目標達成状況報告書（3年度目）

都道府県名 市町村名 地区名 事業実施年度 目標年度 事業実施主体

北海道 真狩村 真狩 平成２７年度 平成２９年度

75.0%
3 3 3

② 農業の６次産業化
1 1 1

100.0%

4

1

33.0%
2 1 1

農産物の高付加価値化
4 6 6

66.7%
3 4 4

経営コストの縮減
3 3 3

⑥ 農業経営の複合化選
択
目
標

⑤ 耕作放棄地の解消

⑦ 農業経営の法人化

⑧ 雇用



Ⅱ　経営体の成果目標

1

2

3

4

5

6

7

項　　　目 現状

目標
達成状況（上段：計画、下段：実績）

No

農産物の高付加価値化
(小豆の新品種導入販売単価）

きたおとめ
281円/kg

きたおとめ
281円/kg

農産物の高付加価値化
(小豆の新品種導入：栽培面積）

きたおとめ
500a

きたおとめ
600a

3年度目
達成状況
（％）1年度目 2年度目

目標年度
（3年度目）

31ha 31ha

140.0%

31ha 31.4ha 31.4ha
経営面積の拡大 30ha

31ha

きたろまん
600a

きたろまん
600a

103.0%
きたおとめ
550a

きたろまん・きたおとめ
600a

きたろまん・きたおとめ
603a

きたろまん
300円/kg

きたろまん
300円/kg

226.3%
きたおとめ
219円/kg

きたろまん・きたおとめ
365円/kg

きたろまん・きたおとめ
324円/kg

25ha 25ha

3680.0%

28.2ha 28.2ha 42.9ha
経営面積の拡大 24.5ha

25ha

農産物の高付加価値化
(馬鈴薯の正品率向上：正品率）

50.40%

55.0%

農産物の高付加価値化
(馬鈴薯の正品率向上：栽培面積）

4.1ha

6.5ha 6.5ha

100.0%

7.05ha 5.1ha 6.5ha

56.0% 57.0%

745.2%

83.7% 89.7% 84.7%

経営面積の拡大 47.6ha

49.46ha

経営コストの縮減 112千円/10a

110千円/10a

6.5ha

110千円/10a 110千円/10a

0.0%

110千円/10a 107千円/10a 133千円/10a

49.96ha 49.96ha

0.0%

47.5ha 47.5ha 47.5ha

27ha

1041.4%

27ha 33.6ha 33.6ha

4.7ha

142.9%

4.0ha 4.0ha 5.0ha

83% 86%

0.0%

79.0% 85.7% 79.4%

81.40%

4.7ha

農産物の高付加価値化
（栽培方法の改善）

複条植え
正品率：78％

単条植え
正品率：79％

経営コストの縮減 20.6千円/10a

20千円/10a

4.7ha

19.6千円/10a

経営面積の拡大 26.3ha

27ha

農産物の高付加価値化
(人参の正品率向上：正品率）

81.40%

農産物の高付加価値化
(人参の正品率向上：栽培面積）

4ha

27ha

19千円/10a

337.5%

19千円/10a 24.1千円/10a 15.2千円/10a

単条植え
正品率：80％

単条植え
正品率：80％

0.0%
単条植え

正品率：80.6％
単条植え

正品率：82.1％
単条植え

正品率：65.5％

126千円/10a

100千円/10a

MR916
82％

MR916
85％

138.5%
MR916
77％

晩中キタイチ・たかみ
や
97％

晩中キタイチ・たかみや
90％

農産物の高付加価値化
（大根の新品種導入：正品率）

たかみや
72％

MR916
80％

100千円/10a 100千円/10a

0.0%

126千円/10a 154千円/10a 147千円/10a

MR916
200a

MR916
200a

1100.0%

0.5ha（１ヶ所） 0.5ha（１ヶ所）

180.0%

0.1ha（１ヶ所） 1.0ha（１ヶ所） 0.9ha（１ヶ所）

MR916
500a

晩中キタイチ・たかみ
や
650a

晩中キタイチ・たかみや
800a

恵味
162円/kg

恵味
154.1円/kg

農産物の高付加価値化
（スイートコーン新品種導入販売単価）

未来
127円/kg

恵味
130円/kg

農産物の高付加価値化
（スイートコーン新品種導入：栽培面積）

100a

150a 150a 150a

農産物の高付加価値化
（大根の新品種導入：栽培面積）

たかみや
140a

MR916
200a

経営コストの縮減

100.0%

150a 125a 150a

恵味
130円/kg

恵味
135円/kg

338.8%
恵味
130円/kg

農業の6次産業化
（人参の契約栽培）

契約栽培なし

0.5ha（１ヶ所）



Ⅲ　達成状況に関する事業実施主体の所見(評価)

目標年度の３年度目は、地区の成果目標４項目のうち「経営面積の拡大」(75%)、「農産物の高付加価値化」(66%)及び｢経営コストの縮減｣(33%)
において目標を達成することができなかったが、目標を達成していない成果目標にあっても対象経営体において目標達成に向けた改善が確
認されることから、次年度以降は目標が達成される見込みである。

　
　・「経営面積の拡大」については、対象経営体において規模拡大に適当な農地がなかったことから、未達成となった。今後については、関係
機関と連携し、目標を達成するるよう指導する。
　・｢農産物の高付加価値化｣については、天候不順等により正品率向上の目標が未達成となった。今後は、関係機関と連携し、規格内収量が
高まるよう天候の変化に留意した営農を行い、目標が達成されるよう指導する。
　・「経営コストの縮減」については、資材価格や労賃の高騰等により目標が未達成となった。今後は、関係機関と連携し、コストの削減をより意
識してすすめることにより、目標が達成されるよう指導する。



別紙様式第１－1１号

Ⅰ　経営体ごとの成果目標の未達成理由等

Ⅱ　地区の成果目標（必須目標）ごとの未達成理由等

Ⅲ　地域への影響等と構造政策を進めるための今後の取組方向

関係機関と連携し、H30に目標達
成するよう経営コストの縮減を指
導する。

3

１　担い手への農地利用集積について
　　引き続き農業委員会等関係機関と連携して、担い手への農地利用集積に努める。

経営コストの縮減

未達成理由の総括
目標達成に向けた改善措置
及び目標達成見込時期等

経営地の周辺で規模拡大に適当な農地がなかったため 農業委員会等関係機関と連携して、H30に規模拡大
し、目標達成できるよう努める。

資材価格や労賃の高騰等のため 関係機関と連携し、H30に目標達成するよう経営コ
ストの縮減を指導する。

農産物の高付加価値化

春先の天候不順等が影響したため 関係機関と連携し、、H30に目標達成するよう規格
内収量の向上を指導する。

成果目標項目
（必須目標）

経営面積の拡大

２　必要となる中心経営体の育成について
　　経営体育成支援事業等の政策を活用し、地域の担い手に対する支援を実施する。

３　人・農地プランの作成・見直し等について
　　地域での話し合いを促し、適切な人・農地プランの見直しに努める。

４　未達成者の対応等その他
　　農業委員会、JA、普及センター等関係機関と連携して、未達成者への指導をすすめていく。

目標未達成理由等の報告書

地区名 事業実施年度 目標年度 事業実施主体

北海道 真狩村

目標達成に向けた改善措置
及び目標達成見込時期等

目標未達成となった主な理由等成果目標

農産物の高付加
価値化

春先の天候不順が影響したため
収穫時期の労働力不足のため

真狩村 平成27年度 平成29年度 真狩村

都道府県名 市町村名

№

資材価格や労賃の高騰等のため

関係機関と連携し、、H30に目標
達成するよう規格内収量の向上を
指導する。
関係機関と連携し、H30に目標達
成するよう経営コストの縮減を指
導する。

経営コストの縮
減

5

6

農産物の高付加
価値化

春先の天候不順が影響したため 関係機関と連携し、、H30に目標
達成するよう規格内収量の向上を
指導する。

4

経営面積の拡大 経営地の周辺で適当な農地の斡旋がなかったため 農業委員と連携して、H30に規模
拡大し、目標達成するよう努め
る。

経営コストの縮
減

資材価格や労賃の高騰等のため


